
(この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください)

千円

千円

国　庫 分担金
支出金 負担金

前年度 0 0

要求額 0 0

決定額

セラミックパークＭＩＮＯ環境整備事業費

(前年度予算額： 16,364１ 事 業 費 千円)135,078長寿命化

商工労働部　地域産業課　地場産業振興係 

財 源 内 訳

事 業 名

134,300

　セラミックパークMINO（以下、「当施設」）は、建設から20年が経過し、施設の適正な
管理運営を図るうえで設備等の定期的なメンテナンスや老朽化に伴う修繕等が必要となっ
ている。

152,194

（各課様式１）

使用料 財　産区  分

手数料

0 0 0 14,700

事業費

16,364

寄附金

0

一　般
財　源

1,664

予 算 要 求 資 料

令和８年度当初予算 支出科目 款：商工費　項：商工費　目：工鉱業振興費

 ＜財源内訳＞

維持管理分 17,116

（１）要求の趣旨（現状と課題）

0 17,894

＜長寿命化＞
　○中央監視制御装置更新工事（１１１，５６２千円）
　中長期保全計画に基づき、中央監視制御装置について、更新推奨時期（15年）が到来し
ているため更新を実施。
　○空冷内融式蓄熱ヒートポンプユニット内の圧縮機入替及び主電動機分解整備工事（１
３，５０８千円）
　中長期保全計画に基づく工事の一部を前倒しで実施。
　○熱源装置更新工事設計委託（７，４３９千円）
　〇国際会議場音響設備更新工事設計委託（２，５６９千円）
　中長期保全計画に基づき、熱源装置について、更新工事実施のための設計委託を実施。
国際会議場音響設備、監視カメラシステムについては、不具合が発生しているため、中長
期保全計画を前倒しして設計委託を実施。

(前年度予算額： 0 千円)

電話番号：058-272-1111(内3785)

E-mail：c11355@pref.gifu.lg.jp

（２）事業内容

２ 要 求 内 容

収　入
その他 県　債

0 0 0



（３）県負担・補助率の考え方

（４）類似事業の有無

決定額の考え方

４ 参 考 事 項

（１）各種計画での位置づけ

152,194

事業内容の詳細事業内容

委託料

工事請負費

　施設の老朽化に伴い、今後、修繕箇所や設備の更新は益々増加すると考えられるため、
令和３年度に劣化調査を委託。調査内容を中長期保全計画に反映し、当該計画に沿った計
画的修繕経費を要求していく。

需用費

＜維持管理分＞
　○展望台足場擬木取替修繕（１０，４５０千円）
　セラミックパークMINOに設置されている展望台へ向かう木製の階段について、雨風等に
より腐食が進んでいるため、修繕を行うもの。
　○水道メーター、電力メーター取替修繕（３，６６７千円）
　施設内の水道メーター、電力メーターについて、計量法で定められている検定期限を経
過しているため、取替を行うもの。
　〇事務所廊下外気ダクト保温工事（１，５１８千円）
　施設内の天井から漏水が発生し、天井裏の外気ダクトからの結露が原因と判明したた
め、結露防止のためダクトの保温工事を実施。
　○監視カメラシステム修繕（１，４８１千円）
　監視カメラ設備のうち、録画機能に故障があるため修繕を行うもの。

合計

金額

9,948

135,520

　無

6,666 修繕料6,666

事務費 60 旅費30　燃料費20　使用料10

３ 事業費の積算 内訳

　当施設の指定管理者である（公財）セラミックパーク美濃との基本協定において、60万
円以上の修繕にかかる費用は県が負担することとなっており、上記事業は修繕にかかる経
費として県が実施すべきものである。



（県単独補助金除く）

□

■

・何をいつまでにどのような状態にしたいのか

事業開始前 R6年度
(R ) 実績

223,162

○指標を設定することができない場合の理由

（これまでの取組内容と成果）

　○構内交換設備改修工事設計委託
　　館内の電話交換設備について、更新推奨時期が到来するほか、電波法改正に
伴い設備更新の必要があるため、改修を実施するための設計を行う。
　○美術館エレベーター改修工事設計委託
　　美術品運搬用のエレベーターの保守部品の提供が令和５年１２月に終了する
ことに伴い改修を実施するための設計を行う。
　○自動火災報知機更新工事設計委託
　　自動火災報知装置及び端末通信装置について、更新時期が到来するため、更
新工事を実施するための設計を行う。

令
和
５
年
度

　○構内交換設備改修工事
　○美術館エレベーター改修工事
　　美術品運搬用のエレベーターの保守部品の提供が令和５年１２月に終了す
　○自動火災報知機更新工事
　　令和４年度に実施した工事設計について、更新工事を実施。

指標① 目標：170,000人 実績： 136,676人 達成率： 80 ％

令
和
６
年
度

　○中央監視制御装置更新工事
　中央監視制御装置について、更新推奨時期（15年）が到来するため、更新を実
施。
　○国際陶磁器フェスティバル美濃にかかる修繕等
　令和６年度の国際陶磁器フェスティバル美濃’２４開催に伴い、式典会場とな
るセラミックパークＭＩＮＯを整備するために修繕等を実施。

指標① 目標：170,000人 実績： 223,162人 達成率： 131 ％

指標① 目標：170,000人 実績： 136,005人 達成率： 80 ％

令
和
４
年
度

①来館者数（単
位：人） 170,000 170,000

指標名
R7年度 R8年度 終期目標
目標 目標 (R ) 達成率

（目標の達成度を示す指標と実績）

事 業 評 価 調 書

新 規 要 求 事 業　

継 続 要 求 事 業

１ 事業の目標と成果

（事業目標）

セラミックパークＭＩＮＯが施設利用者にとって快適な施設であり続けられるよう管
理、整備し、美濃焼はもとより美濃焼産地の魅力を国内外へ発信し、岐阜県の産業、
文化振興のため、最大限活用される拠点施設を目指す。



・事業が直面する課題や改善が必要な事項

（事業の評価）

・事業の必要性(社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断)
　３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない

（次年度の方向性）

・事業の有効性(指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか)
　３：期待以上の成果あり
　２：期待どおりの成果あり
　１：期待どおりの成果が得られていない
　０：ほとんど成果が得られていない

（今後の課題）

　陶磁器産業は、日本人のライフスタイル・価値観の変化や安価な外国製品の流入・
長引く不況による消費力の減退など極めて厳しい状況下にあるため、陶磁器文化・産
業振興の拠点であるセラミックパークＭＩＮＯの魅力をより一層高めていく必要があ
る。

(評価) 　セラミックパークＭＩＮＯを訪れる来館者が安全・安心かつ快適に施設を
利用するためにも、この事業は必要不可欠のものである。

２

(評価) 　令和６年度の施設利用者を対象にしたアンケート調査では、施設の使い勝
手について、「良い」と答えた施設利用者は９５％、「普通」と答えた利用
者は４％となっており、好評価を得ているものの、引き続きこの状況を確保
していく必要がある。

２

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのよ
うに取り組むのか
　セラミックパークＭＩＮＯはオープンから２０年以上が経過しており、今後修繕が
必要な箇所も年々増えていく。令和３年度に見直した中長期保全計画に沿って計画的
な施設保全に努めるとともに、日常点検により不具合等を早期に発見することで修繕
経費を最小限に抑え、来館者の安全・安心・快適な施設利用に努めていく。

・事業の効率性(事業の実施方法の効率化は図られているか)
　２：上がっている １：横ばい ０：下がっている

(評価) 　同施設はオープンしてから２０年以上がいつ故障や破損が起きても不思議
ではない状況にあり、故障や破損が起きた場合の多大な影響を考慮すると、
定期的なメンテナンス等を行うことにより、故障や破損による影響を最小限
に止めることが重要である。

２

２ 事業の評価と課題


